
※イラストはイメージです。実際の外観と異なる場合がございます。
※巻末に製品保証書が添付されています。大切に保管しておいてください。

取扱説明書
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※本製品のデザインは予告無く変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。
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このたびは、CD ラジオカセットをお買上げいただき、まことにありがとうございます。本製
品は音楽CD／カセットテープの再生、AM／FMラジオの受信機能、外部入力端子（AUX IN）、
内蔵マイクを備えた多機能オーディオ機器です。
音楽CD、AM/FMラジオ、内蔵マイクからカセットテープへの録音に対応しています。

この取扱説明書をよく読み、ご理解した上でご使用ください。また、「安全上の注意」の内容を
必ずお守りください。
本取扱説明書の巻末に製品保証書が添付されていますので、必要事項をご記入の上、大切に保
管してください。

目　　次
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安全上のご注意1
この項目では、人への危害や財産の損害を防ぐための注意事項を説明しています。
本取扱説明書で使用する各マークには下記の意味があります。

　■絵表示と絵表示の意味

●家庭用交流100Vの電源、または新品のアルカリ乾電池で使用する。
指定された電源以外で使用すると、感電・発火・故障の原因となります。
乾電池で使用する場合はすべて使用期限内のアルカリ乾電池を使用し、古い電池
や異なる種類の乾電池との混在は避けてください。また、充電式でない乾電池を
充電器で充電しないでください。

●本製品を分解・改造しない。
故障の際はご自分で修理なさらず、巻末に掲載されている製品保証書の連絡先ま
でご連絡ください。

●本体・電源コードが損傷したまま使用しない。
感電・発火を避けるため電源コードや本体が損傷を受けた状態のままでご使用に
ならないでください。また、損傷を避けるため本体、電源コード上に物を載せた
り、無理な力のかかる環境でご使用にならないでください。また、コードを無理
に折り曲げたり、切断・加工を行わないでください。

●本体を水で濡らさない。
水で濡れる可能性のある場所、または極度に湿気の高い場所で使用しないでくだ
さい。故障・感電の原因となります。

●コンセントの抜き差しは必ずプラグを持って行う。
断線の原因となります。また、感電の恐れがあるため、濡れた手でプラグに触れ
ないでください。

この表示を無視して誤った
取扱いをすると、人が死亡
または重傷を負う危険があ
ります。

警告
この表示を無視して誤った
取扱いをすると、人的およ
び物的損害が発生する危険
があります。

注意

してはいけない内容です。 実行しなければならない内容です。

警告



●ご使用になる前に本製品やCD、カセットテープ、接続する外部機器等の取扱説明書をよくお
読みになり、注意事項を守ってご使用ください。
●長期間ご使用にならない場合は乾電池を本体から外し、コンセントから電源プラグを外して
ください。
●本製品は精密機器です。下記の条件で保管・使用なさらないようご注意ください。
　○振動や衝撃の加わる場所　○高温になる場所　○湿気の多い場所・水に濡れる危険のある
場所　○ホコリの多い場所　○強い電磁波・磁力の発生する場所　○静電気の強い場所　○
結露の発生しやすい条件の場所
●60分を越えるカセットテープは薄く変形しやすく、巻き込みの原因となるため使用は避けて
ください。
●ケーブルに足をひっかけたり、本製品を踏まないよう、設置や配線にはご注意ください。

○本製品をご使用になった結果、カセットテープ、CDなどのメディアの破損、録音内容の消
失、接続する外部機器の故障などが起きた場合、いかなる理由におきましても補償はいたし
かねます。

パッケージには本体のほかに、各付属品が同梱されています。
本体や付属品を箱から取り出す際には、破損しないよう十分ご注意ください。

　　○本体（１個）　　　　　　　　　　　　　　　○電源ケーブル（１個）
　　○製品保証書付き取扱説明書（本書）
※はじめから破損していたり付属品が不足している場合には、ご購入店までお問い合せください。
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ご使用になる前に２

２－１．内容物の確認

　免責事項
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ク
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２－２．各部名称

●前面

CD操作ボタン

カセットテープ
操作ボタン

内蔵マイク

カセットカバー

CDカバー

ハンドル

スピーカー

スピーカー

電源ランプ

FM ステレオ
ランプ

音量調節ツマミ

ラジオ選局ダイヤル

ラジオバンド
切替スイッチ

CDカバー
オープンツマミ

機能切替スイッチ

ディスプレイ
ラジオ周波数
目盛り



外部入力

100V 50/60Hz

電
源
コ
ー
ド

OPEN OPEN
乾電池（単２型×６本）
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２－３．電源の接続・電池のセット

●背面
FMラジオ用
ロッドアンテナ

外部入力端子
（3.5φステレオミニジャック）

電源コード接続端子電池ボックス

本製品は、家庭用AC100V 電源、もしくは単2型アルカリ乾電池６本で動作します。

●AC電源で使用する場合
　「機能切替スイッチ」を「テープ／電
源切」に合わせてから、本体背面に
ある電源コード接続端子とコンセン
トを付属の電源コードで接続します。

※必ず家庭用ＡＣ 100V の電源に接
続してください。

外部入力

100V 50/60Hz

電
源
コ
ー
ド

OPEN OPEN
乾電池（単２型×６本）

コンセントへ
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２－４．ご使用にならない時は

●乾電池で使用する場合
　電池ボックス蓋の「OPEN」の文字の部分の上部のツメを下へ抑えながら、手前にひくと蓋
が開きます。
　単２型乾電池６個を下図を参考にセットし、フタを元に戻します。

※新しい電池と古い電池、種類の異なる乾電池を混在させてセットしないでください。本体
の故障の原因となります。

音楽やラジオをお聴きにならない時は、
機能切替スイッチを「テープ／電源切」
に合わせます。
長時間ご使用にならない時は電源コー
ドをコンセントから外してください。
乾電池をご使用の場合は取り外して保
管してください。

この項目では、人への危害や財産の損害を防ぐための注意事項を説明しています。
本取扱説明書で使用する各マークには下記の意味があります。

　■絵表示と絵表示の意味

●家庭用交流100Vの電源、または新品のアルカリ乾電池で使用する。
指定された電源以外で使用すると、感電・発火・故障の原因となります。
乾電池で使用する場合はすべて使用期限内のアルカリ乾電池を使用し、古い電池
や異なる種類の乾電池との混在は避けてください。また、充電式でない乾電池を
充電器で充電しないでください。

●本製品を分解・改造しない。
故障の際はご自分で修理なさらず、巻末に掲載されている製品保証書の連絡先ま
でご連絡ください。

●本体・電源コードが損傷したまま使用しない。
感電・発火を避けるため電源コードや本体が損傷を受けた状態のままでご使用に
ならないでください。また、損傷を避けるため本体、電源コード上に物を載せた
り、無理な力のかかる環境でご使用にならないでください。また、コードを無理
に折り曲げたり、切断・加工を行わないでください。

●本体を水で濡らさない。
水で濡れる可能性のある場所、または極度に湿気の高い場所で使用しないでくだ
さい。故障・感電の原因となります。

●コンセントの抜き差しは必ずプラグを持って行う。
断線の原因となります。また、感電の恐れがあるため、濡れた手でプラグに触れ
ないでください。
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３－１．CDのセット

CDを再生するには３

●本製品で再生可能なCD
本製品では、右のロゴマークのある音楽 CD が再生可
能です。また、CD-R については音楽 CD 形式で書き
込まれたものが再生可能です。

● CD セット方法
CD カバーオープンツマミを指で上
げてCD カバーを開きます。
※工場出荷時に保護カードが入って
いますので取り出してください。

CD のレーベル面を上にし、中央に
ある黒色の丸い突起に CD の中心を
合わせてセットします。（しっかり押
し込み、CD が外れないようセット
してください。）
その後、CD カバーを閉じます。
CD を外すときは CD の再生を停止
し、5～ 10 秒ほどの時間をおいて
から CD カバーを開けます。CD の
外周部を持ち、黒色の丸い突起から
CD を外してください。
CD を外し終えたら CD カバーを閉
じます。
※ CD の記録面に汚れや傷があると正常に再生できなくなります。CD の取扱には十分にご
注意ください。記録面の汚れは柔らかい布、または専用のクリーニングキットを用いて拭
き取ってください。
　拭き取る際は必ずCD の中心から外側へ向かって放射状に拭き取ります。

※鑑賞後のCD は必ずCD ケースに収納の上保管してください。
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３－２．基本操作

●機能の切替
電源が接続されていることを確認し、機
能切替スイッチを「CD」に合わせます。
※機能切替スイッチを「ラジオ」または
「CD」に合わせると電源ランプが点灯
します。

●再生するには
CD の再生操作は液晶画面両側にある６
つのボタンで行います。

機能切替スイッチを「CD」に合わせた後、
CDをセットすると（または、CD がセッ
トされた状態で切替スイッチを「CD」
に合わせると）読み込みが始まり、全曲
数が液晶画面に表示されて停止します。
※CD がセットれていない、または対応
外のディスクをセットした場合は
「No」と表示されます。

再生を開始するには　　　　　　ボタンを押します。
再生が開始されると再生中の曲番号が液晶ディスプレイに表示されます。

音量は音量調節ツマミで調節します。

再生中に　　 　　　ボタンを押すと一時停止します。もう一度押すと一時停止を解除します。

再生を停止するには　　　ボタンを押します。

●スキップ（選曲）するには
再生中に　　　　　　ボタンを押すと前の曲または次の曲へスキップします。
停止中に　　　　　　ボタンを押して選曲し、　　　　　　 ボタンを押すと選曲した曲が再
生されます。

再生／一時停止

繰返し プログラム

オレテス
MF

前曲 次曲

停 止

電 源

CD操作

作操
プーテ

一時停止 停止/取出 早送り 巻戻し 再生 録音 内蔵マイ
ク

CDラジオ
テープ／電源切

オレテス
MF電 源

CD操作

オレテス
MF電 源

CD操作

※ディスクが認識されない
　場合の表示

※全曲数の表示（例）

停 止

再生/一時停止

再生/一時停止

前 曲 次 曲

前 曲 次 曲 再生/一時停止



●早戻し／早送り再生するには
再生中に　　　　　　ボタンを長押しすると、押している間、早戻し／早送り再生します。
ボタンを離すと通常再生に戻ります。

●リピート再生
再生中、または停止中に　　　　ボタンを押すと再生中（選曲中）の 1 曲を繰り返し再生し
ます。（ディスプレイ右下部ドット点灯、中央ドット点滅表示）
1曲リピートモードでもう一度　　　　ボタンを押すと、CD内の全曲を繰り返し再生します。
（ディスプレイ右下部、および中央ドット両方点灯表示）
リピート再生モードを解除するには、全曲リピートの状態で　　　　ボタンを押します。（ディ
スプレイ右下部ドットのみ点灯表示）

あらかじめ設定した曲順でCD 内の音楽を再生することができます。
下記の手順で設定します。

①CDをセットし停止中に　　　　　ボタンを押します。
②ディスプレイにプログラム番号「1」が表示されます。
③1番目に再生する曲を選択します。
　　　　　　　ボタンで1番目に再生する曲を選び、　　　　 　ボタンを押します。
③プログラム番号「2」が表示されます。2番目に再生する曲を選び、 　　　　ボタンを押します。
　ここまでの手順を繰り返して曲の再生順序を設定していきます。
④曲の再生順序を設定し終えたら、　　　　　　ボタンを押して再生を開始します。

※プログラム再生を解除するには、　　　 ボタンを２回押します。
※最大20 曲まで設定可能です。

－10－

３－３．プログラム再生

再生/一時停止

プログラム

繰返し

前 曲 次 曲

オレテス
MF電 源

CD操作

オレテス
MF電 源

CD操作

オレテス
MF電 源

CD操作

※１曲のみリピート ※全曲リピート ※ノーマル再生（リピート解除）

前 曲 次 曲

繰返し

繰返し

プログラム

プログラム

停 止
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CDラジオ
テープ／電源切

再生／一時停止

繰返し プログラム

オレテス
MF

前曲 次曲

停 止

電 源

CD操作

作操
プーテ

一時停止 停止/取出 早送り 巻戻し 再生 録音 内蔵マイ
ク

AM
FM
ステレオ

FM

ラジオを聴くには４
ラジオ放送を聴くには下記の手順を実行し
ます。

①電源を接続し、機能切替スイッチを「ラ
ジオ」に合わせます。

②ラジオバンド切替スイッチを FM ／ FM
ステレオ／ AM いずれかの位置に合わ
せます。

③ FM ラジオをお聴きになる場合は本体
後部にあるロッドアンテナを立てて伸ば
し、最適に受信できる位置に調整します。
　AM ラジオ用のアンテナは本体に内蔵さ
れているため、最適に受信できるよう本
体の位置や向きを調整します。

④本体上部の周波数目盛りを参考に、本体
背面左側にある選局ダイヤルで選局しま
す。

⑤音量は音量調節ツマミで調節します。

※テレビの近くでＡＭラジオを受信すると
雑音が入ったり、テレビの映像が乱れる
ことがあります。また、携帯電話のそば
でＡＭラジオを受信すると雑音が入り、
音質が低下します。このような時は、本
製品をそれらの機器から離してご使用く
ださい。

ラジオバンド
切替スイッチ

ラジオ選局ダイヤル

ロッド
アンテナ
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停止/取出

早送り
巻戻し

再生
録音 作操 プーテ

大

CD

ラジオ テープ／電源切

開
AM

FMステレオ
FM

kHz
MHz

108

160

x10

140

10094

12090

8882

70
54

76
FM

AM

再生／一時停止

繰返し
プログラム

前曲
次曲

停 止

電 源

オレテ
ス MF

内蔵
マイ
ク

PORTABLE STEREO CD RADIOCASSETT ERECORDER

ラジオ周波数
目盛り
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外部入力

100V 50/60Hz

電
源
コ
ー
ド

OPEN OPEN
乾電池（単２型×６本）

外部入力音源を使用するには５
外部機器を接続し、本製品のスピーカーで再生することができます。

①本体背面右側にある外部入力端子と外部機器をオーディオケーブル（市販のものをお使いく
ださい）で接続します。本製品の外部入力端子は 3.5 φステレオミニジャックです。（外部
機器側の接続の方法については外部機器の取扱説明書を参照してください。）

②本製品の電源を接続します。
　機能切替スイッチにより、外部機器の音声の再生のされ方が異なりますので下記の点にご注
意ください。
○機能切替スイッチが「テープ／電源切」の場合、　　　ボタンや　　　ボタンなどを押して
いる間（電源ランプ点灯時）のみ、外部機器からの音声が本製品のスピーカーから再生さ
れます。
○機能切替スイッチが「CD」「ラジオ」の場合は、そのままで外部機器からの音声が本製品
のスピーカーから再生されます。

③外部機器を操作し、再生します。音量は外部機器と本製品の音量調節ツマミで調整します。

外部入力端子
（3.5φステレオミニジャック）
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４－３．緊急警報放送・緊急地震速報を受信した場合カセットテープを聴くには６

再　生
録　音

ノーマル（TypeI） ハイポジション
（TypeII） メタル（TypeIV）

○

○

○

× ×

×

Ｂ面のツメ

Ａ面

Ａ面のツメ

●再生／録音できるテープの種類
本製品で再生／録音できるテープの種類は
右表のとおりです。

※ご注意：60 分以下のテープをご使用ください。 60 分を超えるテープは薄く、変形しやす
く、巻き込みなどの原因となる場合があります。万一、ご使用になり、本体に不具合が発
生した際の修理は、有償となります。（テープの修理・修復等は一切できません。）

●カセットテープのたるみを取る
再生前にカセットテープがたるんでいる場合は鉛筆などを用いて、図のようにたるみをとっ
てください。たるんだままセットし再生させると、テープがローラーに巻き込まれてテープ
や本体が破損する恐れがあります。

●リーダーテープについて
カセットテープの両端数秒分はリーダーテープ（透明や白など）になっており、この部分に
は録音ができません。録音する場合はあらかじめこの部分を巻き取ってください。

●録音したテープの保護
録音を保存しておきたい場合は、カセッ
トテープの底面（テープ露出部の反対側）
にあるツメを折っておくと、上書き録音
を防止することができます。（ツメを折っ
ておくと録音ボタンが押せません。無理
に押すと故障の原因となりますのでご注
意ください。）
また、もう一度録音したい場合はツメを
折った部分をセロハンテープなどでふさ
いでください。

６－１．カセットテープ取扱上の注意
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６－２．カセットテープのセット

カセットテープ操作ボタンの　　　ボタンを押すとカセットカバーが開きます。
磁気テープ側を上にし、再生させたい面を手前にしてカセットテープをセットします。
カセットカバーを閉める時は、カバーをカチッと言う音がするまでしっかり押してください。
※カセットテープが正しくセットされていないとカバーが閉まりません。ひっかかりなどを感
じたときは無理に押さず、カセットテープが正しくセットされているかご確認ください。

カセットテープの操作は本体前部にあるボ
タンで行います。

●機能の切替
機能切替スイッチを「テープ／電源切」
に合わせます。

一時停止
停止/取出

早送り
巻戻し

再生
録音 作操 プーテ

大

CD

ラジオ テープ／電源切

開
AM

FMステレオ
FM

kHz
MHz

108

160

x10

140

10094

12090

8882

70
54

76
FM

AM

再生／一時停止

繰返し
プログラム

前曲
次曲

停 止

電 源

オレテ
ス MF

内蔵
マイ
ク

PORTABLE STEREO CD RADIO CASSETT ERECORDER

作操
プーテ

一時停止 停止/取出 早送り 巻戻し 再生 録音

６－３．基本操作

CDラジオ
テープ／電源切

再生／一時停止

繰返し プログラム

オレテス
MF

前曲 次曲

停 止

電 源

CD操作

作操
プーテ

一時停止 停止/取出 早送り 巻戻し 再生 録音 内蔵マイ
ク



－15－

●再生するには
　　　ボタンを押します。
再生を停止するには　　　 ボタンを押し
ます。（停止中に　　　ボタンを押すと
カセットカバーが開きます。）

再生中に　　　ボタンを押すと一時停止
します。もう一度押すとボタンが元に戻
り、一時停止が解除されます。

現在再生されている反対面を再生するに
は、一度カセットテープを取り出し、向き
を反対にしてセットし直します。

※音量は音量調節ツマミで調節します。

●早送り／巻戻しするには
　　　ボタン、または　　　 ボタンを押
します。早送り／巻戻しを停止するには
　　　ボタンを押します。

※再生しながらの早送り／巻戻しはでき
ません。
※早送り／巻戻し後、次の操作をする際
は、必ず1 度「停止」をしてから行っ
てください。
※早送り／巻戻し／再生等の操作を頻繁
に行いますと、テープたるみの原因に
なりますので、ご注意ください。
※カセットテープは本体に入れたままに
せず、13 ページの手順を参考にテー
プのたるみを巻き取った上、ケースに
入れて保管してください。

作操
プーテ

一時停止 停止/取出 早送り 巻戻し 再生 録音

作操
プーテ

一時停止 停止/取出 早送り 巻戻し 再生 録音

作操
プーテ

一時停止 停止/取出 早送り 巻戻し 再生 録音

作操
プーテ

一時停止 停止/取出 早送り 巻戻し 再生 録音

作操
プーテ

一時停止 停止/取出 早送り 巻戻し 再生 録音

○再生

○停止（取り出し）

○一時停止

○早送り

○巻戻し
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カセットテープへ録音するには７
CD、ラジオ、外部入力音源、内蔵マイクからカセットテープへ録音することができます。
録音前に13 ページを参照し、カセットテープをセットしてください。
※リーダーテープ部分には録音ができませんので、あらかじめ巻き取っておいてください（12
ページ参照）。

①機能切替スイッチを「CD」に合わせ、CD をセットし、再生を開始できる状態にします。（8ペー
ジ参照）

②　　　ボタンを押してから　　　ボタンを押
します　（　　　ボタンを押すと　　　 ボタン
も押されます）。

③ CD を再生します。

④　　　ボタンを押して一時停止を解除し、録
音を開始します。

⑤録音を終了するには　　　ボタンを押します。

※本製品の音量レベルは録音に影響しません。

①機能切替スイッチを「ラジオ」に合わせ、録音したい放送局を受信します。（11ページ参照）

②　　　ボタンを押してから　　　ボタンを押します（　　　ボタンを押すと　　　 ボタンも
押されます）。

③録音したいタイミングで　　　ボタンを押して一時停止を解除し、録音を開始します。

④録音を終了するには　　　ボタンを押します。

※本製品の音量レベルは録音に影響しません。

７－１．CDからの録音

７－２．ラジオからの録音

作操
プーテ

一時停止 停止/取出 早送り 巻戻し 再生 録音

作操
プーテ

一時停止 停止/取出 早送り 巻戻し 再生 録音

作操
プーテ

一時停止 停止/取出 早送り 巻戻し 再生 録音
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７－３．内蔵マイクからの録音

①機能切替スイッチを「テープ／電源切」に合わせます。

②　　　ボタンを押してから　　　ボタンを押します（　　　ボタンを押すと　　　 ボタンも
押されます）。

③録音したいタイミングで　　　ボタンを押して一時停止を解除し、録音を開始します。
　（この状態で内蔵マイクからの音声が録音されています）

⑤録音を終了するには　　　ボタンを押します。
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お手入れについて10

仕様表９
定 格 電 源

消 費 電 力
ス ピ ー カ ー 出 力
スピーカーサイズ
本 体 サ イ ズ
本 体 重 量

AC100V  50/60Hz
DC9V（単2型乾電池6本）
10W
1W X 2
3インチ×2
約 W280ｍｍ×D205mm×H145mm
約1.75kg

うまく動作しないときは、まず上記の項目をチェックしてください。
該当する項目がない場合、または対策を試しても直らない場合は、販売店にご相談ください。

　症　　状
●電源が入らない

●音が聞こえない
●CDが再生されない

●カセットテープが再生
できない／録音できな
い

●ラジオが受信されない
／ノイズが大きい

●結露している

　対　　処
○電源コードが正しく接続されているか、電源タップを使用している場合は電源
タップが正常に通電しているかご確認ください。
○電源コードを接続せず電池でご使用の場合、電池残量が不足していると電源が
ONにできません。新しい電池と交換してください。
○音量が最小になっていないかご確認ください。
○ディスクの記録面に傷や汚れがある場合、正常に再生されません。汚れている
場合は専用のクリーニングキットで汚れを拭き取ってください。傷がある場合
は、傷のないメディアと交換の上ご使用ください。
○ヘッドが汚れていると正常に再生／録音ができません。市販のクリーニングカ
セット等で清掃してください。
○古いカセットテープはテープの伸びや磁気記録の劣化などによって正常に再生
されない場合があります。テープを交換してご使用ください。
○AM ラジオの場合本体の向き、設置場所を調整してみてください。FM ラジオ
の場合はロッドアンテナの角度を調節してみてください。
○テレビ等の家電製品のそばではノイズが入る場合があります。また、鉄筋のビ
ルの中等では受信状況が悪い場合があります。場所を変えて受信してみてくだ
さい。
○電源を抜き、結露がなくなってから再度試してみて下さい。

故障かな？と思ったら8

●お手入れについて
本製品の外装部は、乾いた布で埃や汚れを拭き取ってください。また、分解や塗装はしない
でください。
CD部のレンズやカセットテープのヘッドや走行部は、市販のクリーニングキット、クリー
ニングディスク、クリーニングカセット等をご使用になり定期的に清掃を行ってください。
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アフターサービスについて11

●長時間使用しない場合は
電源プラグをコンセントから抜き、必ず電池を取り出してからビニール袋等を掛け、高温に
なる場所や湿気、埃の多い場所を避けて保管してください。

●故障や各部品を紛失／破損した場合は
修理の必要が生じた場合や、紛失などによる部品交換の必要が生じた場合には、本書巻末に
ある製品保証書に必要事項を記入し、販売店またはサポートセンターまでご連絡ください。
保証期間が過ぎている場合や、保証規定によらない故障、部品紛失の場合はお客様のご希望
により有償修理となります。

●廃棄する場合は
本製品はプラスチック、電子部品、金属を使用しています。リサイクルの際は、自治体の規
定に従って正しく処理してください。

①保証書
この取扱説明書には保証書がついています。保証書はお買上げの販売店で「販売店名・お買
上げ日」等の記入をご確認のうえ、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。保証
期間はお買上げ日より１年間です。

②修理を依頼される時
※保証期間中は製品に保証書を添えてお買上げ販売店へご持参ください。保証規定の記載内
容により、無料修理致します。
※保証期間経過後の修理は、修理すれば使用できる製品については有料で修理を承ります。
※保証期間内外に関わらず、当社に直接お送り頂く際の送料は、お客様負担とさせて頂きます。
※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。
従ってこの保証書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、
保証期間経過後の修理等についてご不明な場合は、お買い上げの販売店、または下記サポー
トセンターにお問い合せください。

③アフターサービスについてご不明な場合
アフターサービスについてご不明な場合には、お買上げ販売店、または下記サポートセンター
までお問い合わせください。

サポートセンター
電　  話  　番  　号

受付時間：10：00～12：00、13：00～17：00

（土、日、祝祭日および当社規定休業日を除く）

03-6803-0191



〈保証規定〉
このたびは、CD ラジオカセットをご購入頂きありがとうございます。当社ではアフターサービスを提供すること
を保証いたします。お客様の権益を保護するため、下記の文章をご覧ください。
①ご購入日から１年以内に正常なご使用で故障が発生した場合、製品と、保証書をご持参のうえ、お買い上げ販売
店にお申しつけください。当社無料修理保証規定に基づき無償で修理、または新品と交換いたします。

②保証期間でも次のような場合には有料修理となります。
※使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。
※お買い上げ後の取付場所の移動、落下、引越し、輸送等による故障または損傷。
※火災、地震、水害、落雷、その他天災地変ならびに公害や異常電圧その他の外部要因による故障または損傷。
※業務用としての使用、船舶への搭載など一般家庭用以外に使用された場合の故障または損傷。
※本書の提示がない場合。
※本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。

③本書は日本国内においてのみ有効です。 Effective only in Japan.
●所定記入欄が空欄のままですと、本書は有効とはなりません。記入のない場合はただちにお買上げの販売店へお
申し出ください。

●太枠線内はご購入後、お客様自身がご記入ください。
●本書は再発行いたしませんので紛失しないように大切に保管してください。

製品名

保証期間（お買い上げ日より）

お

客

様

フリガナ

お名前

ご住所　　〒　　　－

電話番号（　　　　　）　　　　　－

様

お買い上げ日

年　　　　　　月　　　　　　日

取扱販売店名・住所・電話番号

１年間

CDラジオカセット　SS-106

製品保証書

持込修理

販売元　株式会社TOHO

TOHOサポートセンター　

Tel.03-6803-0191 受付時間：月～金　10:00～12:00　13:00～17:00
※土日、祝祭日はお休みを頂いております。
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